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１．はじめに
1-1 研究の目的
住宅の設計は「間取り」と呼ばれるほど，用途の異なる空間をどのように配置するかが
住宅の使い易さに大いに影響する。この研究ではその間取りにおいてどんな配置を現代人
は要求しているのかを調査し，日本人の好む住宅のスタイルを見つけることにある。
今回は，台所に視点を置き，台所から家全体を眺めている。台所に視点を置いたのは，
主婦の間取りに対する発言権が強くなっていること，その主婦の家事作業の中心が台所で
あり，家を外から眺めるのではなく，家の中から見てみようと考えたからである。
２．調査対象と方法
2-1 調査対象
調査対象は，①ハウスメーカーの設計プラン集，②ハウジングセンターの各メーカーモ
デルハウスの間取り，③各メーカー営業マンへの聞き取り，④既存住宅への調査，の４つ
を取り上げた。詳細は次の通りである。
調査期間：平成８年５月～７月，平成９年７月～８月
2-1-1 ハウスメーカーへの調査
（対象）東京・川崎・名古屋・京都のハウジングセンター９ヵ所106棟のモデルハウス，
及びメーカー営業マンへの聞き取り調査
（内容）①モデルハウスの玄関・台所の位置関係について
②玄関・台所の顧客の要望と結果について
③LDKの位置関係について
④洗濯機と勝手口の位置
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（方法）モデルハウスの間取りの視認調査と各メーカーの
営業マンへの聞き取り調査
2-1-2 ハウスメーカーのプラン集の調査
（対象）ハウスメーカー10社の23冊のプラン集
（内容）玄関と台所の位置関係
（方法）各プランの玄関と台所を図１のような８方位と中
央の位置の計９つのどこにあるかを判断し，玄関
と台所の順列組み合わせを表にして分類する。
2-1-3 既存住宅への調査
（対象）本学学生102人（生活環境学科２年生）の実家。
（内容）玄関と台所の位置について
（方法）学生の描いた平面図に2-1-2と同様の分類を行った。
３．結果と考察
3-1 ハウスメーカープラン集の調査結果
3-1-1 メーカー10社の23冊1,534プランの集計結果
表１に集計数字を，又それをわかり易くするため，玄関，台所の方位別の割合を二つの
円グラフ図２，図３にした。
表１，図２，図３から，プラン集の間取りについて次のことがわかった。
①玄関位置においては，南中，北中，北西などの多いのが目立つ。とは言え，どの方位
の玄関も少しずつながら提案されており，偏っていると言うほどではない。
北西 北中 北東
西中 中央 東中
南西 南中 南東
図１ 方位分類図
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②一方，台所（図３）では，玄関（図２）に比べ，かなりの偏りがある。特に北東，東
中台所の合計は，それだけで66％となる。又，これに北中・北西を加えると実に86％
になり，これら４方位の台所は，他の４方位（南東・南中・南西・西中）に比べ，６
倍以上のプランが提案されていることがわかる。
3-1-2 各玄関から見た台所位置
これを玄関の方位別に台所の各位置の数を出したものが，次の図４，図５である。
図４ 玄関の位置別に見た台所位置の数 図５ 玄関の位置別に見た台所位置の割合
※網点部分は玄関から離れた３ヵ所
以上の図４，図５に表２を加えたものから，玄関から見た台所の位置関係で次の事がわ
かる。
①玄関から遠い所に台所をプランニングしている傾向が非常に強い。
・表２を見ると，67.5％の確率（２/３のプラン）で玄関から遠い台所をプランニン
グしている。
図２ 玄関位置の方位別割合 図３ 台所位置の方位別割合
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・その逆に，玄関に近い３ヵ所に台所がプランされる確率は，平均11.8％と少ない。
②ところが，以上を方位別に見ていくと，北西・北中・北東の北側３方位の玄関（以下，
北側３玄関と呼ぶ）と，東中・南東・南中・南西・西中の５方位の玄関（以後これを
南側５玄関と呼ぶ。）の２グループに分かれていることがわかる。
・南側５玄関では，91.8％の確率で玄関から遠く離れた台所がプランされ，玄関に
近い３ヵ所へのプランは，１％に過ぎない。
・逆に北側３玄関では，玄関から遠い台所は35.6％と割合が少なく，玄関に近い所
に25.9％もの台所がプランされている。
3-1-3 各台所から見た玄関位置
玄関から台所を眺めたように，台所から玄関位置を見ていった時の各方位での玄関の数，
及びその割合を図６，図７に示し，表３を同様に付けた。
図６ 台所の位置別に見た玄関位置の数 図７ 台所の位置別に見た玄関位置の割合
※網点部分は台所から離れた玄関位置３ヵ所
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以上の図・表から，台所から見た玄関の位置関係で次の事がわかる。
①3-1-2と同様に台所と玄関は離れたところに位置しているのがわかるが，方位別の玄関
のような違いは数字に表れていない。どの方位の台所であってもいろいろな位置の玄
関が存在している事がわかる。
②ここでは，図３でもわかるが，東から北の方位にかけての東中・北東・北中・北西の
４方位の台所が大変多く，86％を占めている。その逆の南東・南中・南西・西中の４
方位の台所は14％と少なく，６分の１以下となっている。
3-2 モデルハウスの玄関・台所の位置の調査結果
東京（川崎を含む）・名古屋・京都の３大都市圏のモデルハウスの調査では次のことがわ
かった。
①モデルハウスの性格上，客の入る玄関側は見栄えのよさが求められることから，東京
（81％），名古屋（92％），京都（72％）とどの地域も南面中央に玄関のあるモデルハ
ウスを作っている。
②ところが，台所位置の各方向の数は大きく異なっている。図８で見ると，名古屋では
80％近くが北東または北中に台所を配置しているが，東京では43％である。
図８ モデルハウスの台所位置
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3-3 ハウスメーカー（９ヵ所・106棟）営業マンへの聞き取り調査結果
3-3-1 東京・名古屋での共通した内容
①殆どのメーカーでの接客が，営業マンの簡単なプランニングでなされている。
②玄関の位置は，道路に面した方向で90％が決まるということ。
③顧客の要望は，台所は食堂・居間の北側（70～90％），東側に位置させたいというこ
とである。
④家事室の設置は平均して５～10％ほどであるとの返答が多かった。
⑤洗濯機の置き場は洗面所（80～90％）と答える場合が多く，家事室での洗濯はまだま
だ少ない。
⑥勝手口の要望は100％に近いが，敷地の大きさ，形の制約から断念する場合（10％ほ
ど）がある。
3-3-2 東京・名古屋での相違した内容
①名古屋では台所の位置は東中・北東角に80％以上が集中しているという答えが殆ど
だったが，東京では敷地の制約から希望はしても，必ずしもそこに持ってくることが
できない，との答えが多く，どの方向がどれほどの割合で要求されているかを結果と
して出すことはできなかった。
②その相違の大きな理由である敷地の大きさは，名古屋が平均50～60坪，東京が30～
40坪の答えが多かった。
③また，相違につながるものとして，間取り時において，施主の中で発言権のある者が
誰かについて違いがあった。名古屋では戸主である夫に発言権があるが，東京では主
婦又は妻の側にある，と解答するものが多く，明確な違いが出た。
3-4 既存住宅への調査結果
以上の調査に既存住宅の間取りを比較してみた。調査対象住宅は85％が名古屋を中心と
した東海３県の住宅であり，築後20年以内の住宅が80％を占めている。今までと同様に玄
関と台所の位置を円グラフ（図９・10）にしてみた。
図９ 椙大生の実家の玄関の位置 図10 椙大生の実家の台所の位置
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ここでの傾向を以下に示すと，
①プラン集やモデルハウスの間取りとほぼ同じ傾向を示していることがわかる。特に南
中の玄関の割合がどちらも多く，よく似ていることを印象付けている。図２よりも図
９が南中の玄関位置が増えているが，椙大生の実家が名古屋地域にあり，敷地に余裕
のある住宅が多いからであろう。
②図２に比べ，北中の玄関の数が減っている。これは，いくつかの理由が考えられるが，
次回の研究課題として手がけてみたいと思う。
③図３では，北東・東中の台所が66％を占めているが，図10では46％と20％も減少し
ている。その分北中・北西の北面，及び南西・南中・南東の南面の台所が10％ずつ増
えている。
④しかし，図３と図10では，東から北にかけての台所が多いことは同様の結果となった
と言えよう。
４．ま と め
現代の日本人はどんな間取りの住宅を建てようとしているのか。この研究では，ハウス
メーカーのプラン集を中心に調査分析を行った。調査・分析は玄関と台所に重点を置いた。
その結果，現代日本人は台所を通して間取りに次のような傾向を示していることがわかった。
①できるなら，玄関は南にもってきたいと思っている。
②できるだけ玄関のそばに台所を持って来たくない。
③台所は，北東角を中心とした東から北西にかけての方位を良し，としている。
今回は玄関との比較で台所を調査してみた。そこで，「玄関から遠い位置に台所を位置付
けたい」という事がわかったわけだが，これは単に玄関から離したいというだけでなく，
他の機能空間，食堂・居間・客間・家事室といった空間との取り合いから結果としてそう
なってくるのであろう。住宅における船長室は，舳先としての玄関からある間合いが必要
なのではなかろうか。
また，玄関は接する道路との関係で決まってくるが，台所は道路の方向に玄関ほど大き
な影響を受けていない。どこに道路があろうとも，台所は東から北西の方向に持っていこ
うという意識が大変に強いことが明らかになった。
従来，居間と食堂は，家の一番良い所に持っていき，台所は暗く寒い所に持っていく，
台所は冷遇されている，と言われて来た。しかし，今回の調査は，この考えでは判断でき
ない状況にある。日本人が今，台所を積極的な意志で位置付けていこうとしていることが，
今回の調査で明らかになったものと思う。
今後は，台所がどのような進化発展をするのかを，その機能の拡大を通して眺めてみた
いと思う。
（生活科学部 生活環境学科）
